
谷　　義樹 

木戸　俊治 

   

※原稿は、質問した議員の責任において作成したものです。 
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知
事
、
市
長
ダ
ブ
ル
選
の
結

果
と
今
後
の
町
政
運
営
は

　
　
選
挙
結
果
は
「
大
阪
維

新
の
会
」
の
圧
勝
と
な
り
、

大
阪
都
構
想
実
現
に
向
け
て

動
き
出
す
と
思
わ
れ
る
。
本

町
の
学
校
再
編
整
備
や
行
革

へ
の
影
響
等
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　
　
今
回
の
結
果
は
、
経
済

活
動
の
低
迷
、
閉
塞
感
の
充

満
、
都
構
想
へ
の
期
待
等
が

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で

同
様
粛
々
と
個
々
の
問
題
に

取
組
み
た
い
。
　
　

　
　
新
知
事
は
大
阪
市
長
と

共
に
大
阪
で
大
都
市
制
度
の

実
現
を
表
明
し
、
大
阪
消
防

庁
の
創
設
等
、
広
域
行
政
の

推
進
を
図
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

　
　
今
回
の
都
構
想
は
、
大

阪
府
民
の
詳
細
な
理
解
の
上

で
の
結
果
か
ど
う
か
非
常
に

疑
問
を
感
じ
る
。
今
後
水
道

統
合
、
消
防
に
し
て
も
、
双

方
の
十
分
な
協
議
が
必
要
と

考
え
る
。

　
　
大
阪
府
と
能
勢
町
の
関

係
は
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い

と
理
解
し
て
よ
い
か
。

　
　
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
は
基

礎
自
治
体
に
対
す
る
偏
見
で

あ
る
と
思
う
。

少
子
高
齢
化
等
、
急
激
な
人

口
減
少
に
伴
う
対
策
は

　
　
本
町
に
お
い
て
は
、
急

激
な
人
口
減
少
に
直
面
し
、

集
落
機
能
の
低
下
、
町
の
活

力
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
。
　

　
生
産
人
口
の
増
加
、
若
者

の
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
優
先
課
題
と
し
て
、
空
家

対
策
、
子
育
て
支
援
等
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
早
急
に

立
上
げ
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

　
　
我
々
が
毎
日
考
え
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
困
難
な
課

題
で
あ
る
が
、
引
続
き
能
勢

に
求
め
ら
れ
る
施
策
を
模
索

し
た
い
。
　

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の

提
言
と
し
て
検
討
し
た
い
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
等

総
合
的
な
角
度
か
ら
検
証
し
、

今
能
勢
町
で
何
を
す
べ
き
か

を
考
え
、
取
組
む
こ
と
が
必

要
と
思
う
が
。

　
　
能
勢
の
若
者
が
住
み
続

け
る
た
め
に
は
、
や
は
り
農

業
の
振
興
だ
と
思
う
。
今
ま

で
の
や
り
方
を
全
部
変
え
る

位
の
大
き
な
変
革
が
必
要
で

あ
り
、
貸
し
借
り
等
々
に
よ

り
農
業
を
集
約
化
し
、
農
地

を
有
効
に
使
え
ば
、
近
郊
農

業
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
。

　
農
業
公
社
の
良
し
悪
し
は

と
も
か
く
、
受
け
皿
的
な
も

の
を
本
町
が
率
先
し
て
行
う

こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

一　般　質　問 一　般　質　問 
　
10
年
前
に
制
定
さ
れ
た
「
能

勢
町
環
境
基
本
計
画
」
が
最

終
年
度
を
迎
え
、
現
在
第
２

次
計
画
の
検
討
に
入
っ
て
い

ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
募
集
等
も
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
現
在
の
状
況
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

第
１
次
計
画
に
寄
せ
ら
れ
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

つ
い
て

　
　
文
化
財
の
資
料
室
を
つ

く
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
現

状
は
。

　
　
未
整
備
の
文
化
財
は
、

前
の
東
保
育
所
で
保
管
し
、

一
部
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
展
示
し
て
い
る
。

　
　
計
画
の
推
進
段
階
で
具

体
化
す
る
と
な
っ
た
、
「
能

勢
の
コ
ス
モ
ス
を
生
か
し
た

環
境
づ
く
り
」
は
。

　
　
当
時
は
「
コ
ス
モ
ス
園
」

と
い
う
形
で
開
放
し
た
が
、

現
在
は
閉
鎖
し
て
い
る
。

　
　
同
じ
く
推
進
段
階
で
、

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
を
能
勢

高
に
設
け
る
と
な
っ
て
い
る

が
。
　
　
検
討
し
た
が
、
能
勢
高

校
を
利
用
す
る
と
こ
ろ
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
ミ
ツ
バ
チ
飼
育
観
察
で
、

能
勢
の
環
境
調
査
を
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
。

　
　
自
然
の
動
植
物
を
保
護
・

保
全
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
い
う
こ
と
で
盛
り
込
ん
だ

が
、
実
施
出
来
て
い
な
い
。

検
討
中
の
第
２
次
計
画
に

関
係
し
て

　
　
ご
み
処
理
経
費
の
節
減

か
ら
も
、
能
勢
の
自
然
を
活

用
し
た
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
が

重
要
と
思
う
が
。

　
　
委
員
か
ら
も
そ
う
い
っ

た
意
見
が
あ
り
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
黒
川
へ
抜
け
る
大
　
峠

を
登
っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
幅

な
埋
め
立
て
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。
問
題
な
い
か
。

　
　
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
川

西
市
、
ま
た
我
々
で
立
ち
会

い
等
を
行
い
、
指
導
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
課
題
実
現
に
は
、
重
点

指
向
と
指
標
を
持
つ
こ
と
、

ま
た
協
働
の
取
組
を
進
め
る

こ
と
が
大
事
と
思
う
が
。

　
　
課
題
を
仕
分
け
し
、
喫

緊
の
課
題
か
ら
取
り
組
む
。

指
標
は
、
数
字
で
あ
ら
わ
せ

な
い
も
の
も
あ
る
が
、
毎
年

発
刊
す
る
「
の
せ
の
か
ん
き

ょ
う
」
と
い
う
冊
子
で
、
報

告
し
て
い
き
た
い
。

要
望
　
ご
み
減
量
目
標
も
、
何
％

と
か
で
な
く
、
「
生
ご
み
を

ゼ
ロ
に
し
ま
す
」
等
、
わ
か

り
や
す
い
指
標
を
掲
げ
る
よ

う
、
努
力
頂
き
た
い
。

「
第
２
次
能
勢
町
環
境
基
本
計
画
」
　

　
に
つ
い
て 

一
、大
阪
府
知
事
、市
長
選
結
果
と
今
後

　 

の
町
政
運
営
は 

二
、少
子
高
齢
化
等
、急
激
な
人
口
減
少

　 

に
伴
う
対
策
は
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